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宝

暦

明

和

の

大

阪

騒

壇

　
列

仙

伝

の

人

々
　

申

村

幸

彦

試

み
に
宝
暦
明
和
時
代

の
三
都
文

壇
乃
至
は
文
化
界
を
想
像
し
て
見
る

に
、

京
都

・
江
戸
は
お
ぼ
ろ
げ

な
が
ら
、
そ

の
輪
郭
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
大
阪
は

一
向

に
明

ら
か
で
な
い
の
は
、
私

の
み

で
は
な

い
や
う
で

あ
る
。
京

都

や
江
戸

は
、
そ

の
地

に
永
住
又
は
半
永
住
の
、
漢
詩
文

・
和
歌

・
国
学

・
俳

譜

・
戯
曲

・
小
説

な
ど
専
門

家
又
は
準

専
門
家

を

中

心
に
置

い
て
詩
壇

・
歌

壇

・
俳
壇
等
、
乃
至
は
交

化
圏
が
考

へ
ら

れ
る
に
対

し
て
、
大
阪
は
、
宝
暦
明

和
期

に
限
ら
ず
、
そ

の
後
も
同
傾

向
を
持

っ
が
、
専
門
家

に
は
仮

寓
の
人

が
多

く
、
彼
ら

は
屡

々
出
入

し
、
彼
等
を
中
心

に
描
く
圏
は
又
嘆

々
変
化

す
る
.、
む

し
ろ
大
阪

の
文
化
界

の
主
体

は
、
専
門

の
師
家

の
側

に
な
く
て
、
そ

れ
を
後
援

し
従
学
す
る
素

人
の
側
に
あ

っ
た
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
状

態
な
の
が
そ
の
大
き

な
原
因

で
は
な
か
ら
う
か
。

そ
う
し
た
中
で
、
宝
暦
明
和

の
大
阪

の
文
化
界

の
母
体

を
察

す
る

一
資
料

に

宝
暦
癸
未

(十

三
年
)
タ
、日
刊

の
洒
落
本
列

仙
伝
が
あ
る

.
こ
の
書
は
酒
落
本

に
分
類
さ
れ
て
は

ゐ
る
が
、
内
容
は
遊
里

に
直

接
関
係
し
な

い
.
孔
子
の
使

で

子
路
が
、

日
本

の
粋
道
を
視

察

に
来

る
。
我
が
古
代

の
粋
人
達
が
歓

迎
し
て
、

和
歌

・
俳
壇

・
粋
人

の
現
状
を
大
略
語

つ
て
、
歓
迎

の
為

に

「
中
ウ
芝
居

の
浄

る
り

か
ぶ
き
」
を
興
行
し
て
見

せ
る
こ
と

に
な
る
。
そ

こ
に
演
技
者

と
し
て
見

物

人
と
し
て
集
る

の
が
、
悉
く
当
代
の
通
家

で
あ
り
風
流
人
で
あ
る
。
既

に
洒

落
本
大
系
な
ど

に
翻
刻
も
そ
な
は
る
故

に
細
叙
し

な
い
が
、
そ
の
人

々
の
紹
介

が
、

こ
の
書

の
主
目
的
な
の
で
あ
り
、

こ
れ

に
よ

つ
て
当
代
べ
は

、
大
阪

の
文

化
界

の

一
尖
端
を
察
し
た

の
で
あ
る
。

今

、
詩
人
を
云

ふ
騒
人
ハ、
詩
壇

を
云

ふ
騒
壇

の
韮
帽
の
意
味

を
、拡
張

し
て
、
こ

の
風
流
人

の
集
合

を
称

す
る
こ
と
を
許
き
れ
た

い
。
が
そ

の
騒
壇
構
成
員
は
、
殆

ど
実
名
を
も

つ
て
せ
ず
、
や
や
変

へ
た
所
謂

モ
デ
ル
小
説
的
変
名

で
示
さ
れ
て

ゐ
る

。
故

に
従
来
、
そ

の
数
名

を
除

い
て
は
、
不
明

の
中

に
残
さ
れ
、
誠

に
隔

靴
掻
痒

の
感
が
あ

つ
た
。
し
か
る

に
、
大
東
急

記
念
文

庫
蔵

の

一
本

に
は
、
約

半
数

の
六
十
数
名

に
つ
い
て
、

実
名

が
注

記
さ
れ
て

ゐ
る
。

恐
ら
く
同
時
代



人
、
も
し
く
は

一
ゼ
ナ

レ
ー
シ

ョ
ン
程

お
く
れ
た
入

の
手

に
な

つ
た
も

の
で
あ

ら
う
。
銅
脈
先
生

の
狂
詩
集
、
太
平
楽
府

に
も
、
こ
れ

に
類

し
た
同
時
人

の
注

記

が
あ

っ
て
、
甚
だ
理
解

の
助
け
と
な

つ
た
の
で
、
天
理
図
書
館
か
ら
狂
詩
狂

文
篇

を
出

す
時
、
そ

の
注

の
ま
ま

に
印

刷

に
附

し
た
こ
と
が

あ
つ
た
が
、

こ
の

注
記
か
ら
も
同
様
な
利
便

が
期
待
出
来
る
。

た
だ
し
太
平
楽
府

の
は
世
態
風
俗

に
関
す
る
も
の
で
、
そ
の
注

に
よ

っ
て
大

略
は
察

し
得
る
も
、

こ
の
列
仙
伝
の
人
物

は
、
実
名

に
よ

つ
て
も
、
な
ほ

二
百

年
を

へ
だ
て
た
今

の
我

々
に
は
他

人
で
あ
る
者
が
多

い
。
当
時
の
雑
書

を
求

め

て
調
査
を
し
て
見

る
が
、
依
然
不
明

の
も

の
が
残
る
。
私

一
人
が
蔵
す

る
よ
り

は
、
現
段
階

で
わ
か
る

の
み
を
貧
弱

な
が
ら
報
告
し
て
、
大

方
の
援
助

に
期
待

す

べ
き
で
は
な
い
か
と
、
筆

を
と
る

こ
と

に
し
た
。

大
東
急

本

に
注

記
が
あ
り

、
叉
注
記

な
ぐ
と
も
、
ひ
そ
か

に
該

当
者

の
想
起

出

来
る
人
物

を
、
登

場
順

に
紹
介

し
て
、
若
干

の
補
記
を
加

へ
て
ゆ
く
。
援
用

す
る
雑
書

は
、
翻
刻
あ
る
も

の
は
自
ら
疎

に
、
又
は
書

名

の
み
で
省
略
す

る
こ

と
も
あ
る
か
も

知
れ
な

い
.

未
翻

刻

の
引

用

の
文
は
、

同
好

の
士

の
労
を
思

つ
て
、
成

べ
く
原
本

の
ま
ま
出
す

こ
と
に
す

る
。
見
出
し
は
列
仙
伝

の
ま

ゝ
、

括

弧
中
は
大
東
急
本

の
注
記

、
括
弧

の
な

い
も
の
は
従

つ
て
大
東
急

本
に
注
記

を
欠

く
も

の
と
思
は
れ
た

り
.

二

 

　
半

談
翁

、
俳

人
松
木
淡

々
で
あ
る

こ
と
は
従
来

か
ら
明

ら
か

、
以
下
孔
子
の

門
人
が
三
千

人
た
が
自
分
が
三
千

二
百
人
あ
る
と

云
ふ
話
も
、
上
田
秋
成

の
胆

大
小

心
録

の
記
事

に
合
す
と

、
こ
の
淡

々
の
こ
と

に
よ

つ
た

の
で
あ
る
。
彼

の

逸
話
は

大
阪

の
人

物

に
ふ
れ
た

あ
ら

ゆ
る
本

に

出

て
ゐ
る
と
云

つ
て
よ
い
。

(
摂

陽
奇
観

・宝
暦
雑
録
・
当
世
療

人
伝

・
摂
陽
落
穂
集
等
)
正
し

い
俳
歴

な
ど
・

は
頴
原
退
蔵
先
生

の
俳
譜
史
論
考
所
収

「
享
保
俳
譜

の
三
中
心
」
や
、
近
く
木

村
三
四
吾
氏

の
松
木
淡

々

(
俳
句
講
座

3
俳

人
評
伝
下
)

に
あ
る
の
で
省
略
。

宝
暦
十

一
年
十

一
月
三
日
没
で
、
こ
の
書

の
出
た
時

は
既

に
故

人
で
あ
つ
た
。

○
周
章

(
シ
ウ
キ

ャ
ウ
、
長

源
)
。
胆
大
小
心
録

に
も
淡

々
の
豊
有

な
弟
子
と

見
え

る
秀

鏡

の
こ
と
。

こ
の
人

は
俳
譜

の
外

に
も

通
人

で
、
歌
系
図

に
し
杁
れ

ば
、

「
か
く
し
題
」

の
作
が
あ

る
し
、
虚
実
柳
巷
方
言

(
寛

政

六

刊
、
以

下

「
方
言

」
と
略
す
。
浪
速
叢
書
な
ど
に
翻
刻
)
の

「
前
後
混
雑
列
不
同
先
大
尽

株
粋
株
」

の
中

に
、

「
長

源
」
と
見
え
る
も
同
人
で
あ
ら
う
が
、
長
源
と
略
し

た
通
称
の
全

体
を
未

だ
明
ら

か
に
出
来

な
い
。

○
嗅
穴

(
カ
ク

ホ
ラ
、
小
国
吉

)
。
注
記

の

「
ヵ
ク
ー
」
は

「
カ
ブ
ー
」
と
も

よ
め
る
が
、

な
ほ

「
カ
グ
」
で
あ
ら
う
。
俳
家
奇
人
談

の
淡

々
の
条

に
も
見

え

る
高
弟

、
嗅

洞

(
か
ぐ

ほ
ら
)

の
こ
と
。
淡

々
文
集

に

「
嗅
洞
亭

に
遊

ぶ
こ
と

葉

」
が
あ

つ
て
、
姓
は
高
岡
氏
だ
が
、
こ
れ
も
小
国
吉

の
み
で
は
通
称
未
詳
。

○
し
ろ
さ
だ

(
ク

ロ
サ
ダ
、
日
藤
)
.

○
ど
う
れ
ん

(
シ

ョ
ウ

レ
ン
)
..
大
阪

で
は
著
名
な
俳
人
小
野

紹
廉
.)
誹
譜
家

譜
な
ど
に
も
出

て
ゐ
る
が
、
宝
暦
十

一
年
十
月
十
四
日
没

(大

阪
訪
碑
録
等
)

で
、
又
既

に
故
人

で
あ

つ
た
。

(
)
五
盃
堂

(五
彩

堂
)
。
誹

譜
家

譜

に
よ
れ
ば
、
椎
本
矩
州
の
号

が
五
彩
堂
。

椎
本
芳
室

の
後

を

つ
い
で
ゐ
た
こ
と
は
云

ふ
ま

で
も
な

い
。

　
村
川
武
天

(浦
川
冨
天
)
。
大
阪
で
淡

々
の
後
継
者
と
な

つ
た
人
物

で
、
誹

譜
家
譜

は
勿
論
、
何

に
で
も
見

え
る
人
物

、
明
和
五
年
五
月

十
日
没

(浪
華
人

物
誌
)
。



　ぎ
や

さ
く
・

こ
れ
も
誹
譜
家
譜

に
つ
け
癒

空
門

で
九
阪

で
宗
匠
と
立

つ

た
仲
上
法
策

が
あ
る
。

こ
の
人
物

に
相
違
な
か
ら
う
。

○
か
く
う

(
ハ
ク
ウ
)
。
宝
暦
五
年

五
月

十
六
日

(
浪
華

人
物
誌
)
没
し
た
鹿

島

自
羽

。
紹
廉

門
の
宗
匠

で
あ
る
。
以
上
の
如

く
撰
集

の

一
つ
も
あ
る
宗
匠
達

は
兎
も
角

に
明

ら
か
だ
が
、
そ

の
門
人
達

に
な
る
と
、
白
羽

門
の
し
う
か
は
周

禾

、
法
策

門
の
如
洞
は
魚
洞
、
土
馬
は
五
馬
と
、
当
時

の
俳
書

に
よ

つ
て
実
際

の
号

に
も
ど

し
得
る
が
、
そ
れ
以
上

に
進
展

し
な

い
。
そ
の
中

に
あ

っ
て
、

○
鬼
上

(
キ
セ
ウ
、
鉄
庄
左

ヱ
門
)
当
時
活
躍
し
た
俳
人
中
か
ら
几
掌

の
文
字
を

あ

て
る

、
こ
の
人
物
は
鉄
屋
荘

(庄

)
左

ヱ
門
と
称
し
て
紹
廉
門
、

二
世

一
炊

庵
、
別
号
万
翁
な
る

こ
と
が
、
浪
華

人
物
誌
、
新
撰
俳
譜
年
表

(
銭
屋
と
あ
る

は
誤
植

か
)
で
わ

か
る
。
書
入
、
庄

の
文
字
竜
の
草
体

に
も
似

る
が
、

な
ほ
庄

で
あ
ら
う

.
鉄
庄
と
す
れ

ば
、
後

出
の
富
家

の
粋
人
傑
や
興
左

ヱ
門
と
同
人
と

な
る
、

○

ぞ
ゑ
ん

.
は
漁
焉
と
号
し
た
若
き
日
の
上
田
秋
成

で
あ
ら
う
。

な
ほ
漁
焉

の

称
は
方
盲

の

「名

家
」
の
部

に
も
、
彼

の
友

人
、
兼
葭

(
木
村
蕎
葭
堂

)、
十

時

(
十
時
梅

涯
)
な
ど
と
共

に
見
え
る

(
拙
稿

「
上
田
秋
成

青
年
時

の
俳
譜

」

i
連
歌

俳
譜

研
究

第
十
輯

)
。

○
き

や
う

ご

(
ラ
フ
ゴ
)
、

三

 

俳
壇

を
去

つ
て
、
通
家

の
条

に
入
る
と
、

○
森

田
幸
助

・
石
場
宗
介

・
鶴
井
与
八

・
大
西
平
介

と
轄
間

の
名
が

つ
ら
な

る

・
こ
れ
ら

は
実
名

の
ま

ゝ

で
あ

つ
て
、

浪
花
色
八
卦

(
宝
暦
七
刊

)

に
も

「
森
田
幸
介
を
は
じ
め
平
助

・
喜

六

。
宗
助

・
与
八

・
松
治

.
音
太
夫

.
伊
勢

太
夫
其
外
数
も
し
ら
す
、
利
八
隠
居

し
て
日
養
坊
と
な
り
た
る
も
興
也
」
。
川

童

一
代
噺

(
寛
政

六
刊
)
三

に
も
江
南

(
島

の
内
)
の
遊
び
を
述

べ
て
、

「
幸

介

・
惣
介

」
と
並
記
す
る
。
皆

、
大
阪
南

の
花
街

の
帯

間
達
で
あ

る
。
摂
陽
奇

観

三
十

一
に
の
る

「
や
く
た

い
芸

十
人
」
の
中
、

「
森

田
幸
介

が
犬
」

「
石
場

惣
介

口
笛

」
と
あ

る
の
は
彼
ら
の
得
意

芸
を
示
し
た
も
の
。

〇
三

つ
子

(
三
つ
子
兄
弟
、
袴

庄
七

・
同
平
八
)
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
摂

陽
奇
観

に
よ
れ
ば
宝
暦
九
年
十
月

御
用
金

を
出
し
た
富
商
の
中

に
、
袴
屋
弥
右

ヱ
門

・
道
修

町
の
袴
屋
仁
右

ヱ
門
が
あ
る
.、
そ
の
ど
れ
か
の
家
の
人

々
で
あ
ら

う
。

　
方

々
往
弁
右

ヱ
門

(
鴻
池
善
右

ヱ
門
)
。

云
ふ
ま

で
も
な

い
今
橋

二
丁
目

の

富
家

だ
が
、
時
代

か
ら
考

へ

「
当
時
病
気

に
て
し
ば
ら
く
立
か
た
断
り

て
御
ざ

れ

は
」
の
文
句

に
よ

つ
て
も
、
翌

年
の
明
和
元
年

三
月
廿

六
日
没
で
、
茶
入
宗

知
と
し
て
有
名

な
山
中
利
永

で
あ
ら
う
か
.

○
傑

や
興
左

ヱ
門

(
鉄
庄
事
)
。
瓦
町
の
富
人
鉄
屋
庄
左

ヱ
門

で
、
前
出
宝
暦

九
年
の
御
用
金
の
名
簿

な
ど

に
見
え
る

.
俳

号
几
掌

な
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

そ
の
弟

○
き

め
治
郎

に
は

「
弟
亀
次
郎
」
・こ
注
が
あ
る
。

○
茶
向

(
タ

ム
ケ
)
。

「
べ
ん
け

い
」
即
帯

間
で
あ
る
が
、
方
言

の

「大

尽
株

粕
株
」

の
中

に

「
手
向
」
と
あ
る
が
同
人
物
。

○
淡
崎
屋
ゑ
ん
兵
衛

(
川
崎

や
源
兵
衛
事

)
。

こ
れ
も
宝
暦
九
年
御
用
金
を
出

し
た

一
人

で
、
歌
系
図

に

「
京
小
袖
」
の

一
曲

を
作
詞

し
た
川
崎
屋
源
兵
衛
も

同

人
物

か
。
当
時
は
ま
だ
青
年
と
見

え
る
.

○
毛
先
ぼ
左

ヱ
門

(
江
崎
茂

左

ヱ
門
事

)
..
江
崎
は
当
代
に
聞

え
た
大
鞍

.
三

味
線

の
名
手
で
あ
る

.
宝
暦

九
年

三
月

十
七
日
天

王
寺
南

門
の
能

で
、

一
流

に



伍
し
て
曉
方

に
加

つ
て

ゐ
る

(摂
陽
奇
観

)
。
そ
れ
よ
り
も
彼

は
奇
人

で
通

つ

て
ゐ
た
。

「
弦
編

に
出
す
痴

人
は
寛
延
宝
暦
明
和
ま

で
の
聞
に
み
さ

か
り

に
粋

を

つ
か
ひ

て
今
は
な
き
人
の
数

に
い
り

た
る
人
」
達
の
逸
話

を
集

め
た
顯
竈
道

人

(
こ
の
人

に
狂
詩
集
黒

珂
稿
の
博

が
あ
る
)
編
寛
政
七
年
刊
の
当
世
凝
人
伝

巻

一
か
ら
引
用

し
よ
う
。

江
崎
氏

は
大
鞍

を
教

え
て
業
と
し
ら
れ
し
な
り

、
其
技
能
堪
能

な
り
し
事

世
の
し
る
と
こ
ろ
也
、
も
と
・
蝋り
そ
の
行

ひ
放

逸
に
て
、

つ
ね

に
道
具
を
質

に
置

あ
り

し
ゆ

へ
、
楽
屋

に
て
他
人
の
大
鞍

を
借

て
う
た
れ
し
に
よ

つ
て
、

お
も
ひ
ま

ゝ
に
皮
を
ほ
う
じ
る

こ
と
を
得
ざ
り

し
が
ど
、
其
し
ら

べ
格

別
な

り

し
と

が
や
、
此
人
北

の
新
地

の
鋪
入

に
こ
つ
て
通

は
れ
し
が
、
親

か
た
せ

き
て
戎
鴫

へ
仕
替

に
や
り

し
か

ば
、
江
崎
毎

日
籠
飯

に
て
、
堺
ま

で
か
よ
は

れ
し
と
そ
、
叉
或

人
の
居
催
促

し
た

る
に
巴
豆
を
煎
じ
て
茶

に
和
し

て
飲
さ

れ
し
、
又

あ
る
時
門
人
謝
礼
を
金
千
疋
も
ち
き
た
り
し
を
、
内
室

に
か
く
し

て
、
戸
樋

の
中

に
か
く
し
置
れ
し
処
、
折
節
客
来
あ
り
て
、
江
崎
も
四
方
山

を
咄
し
居
ら

れ
し
に
俄

に
そ
ら

の
け
し
き
か
は
り
し
き
り

に
雲
起
り
、
夕
立

し
の
を

つ
く
ご
と

く
に
降
き

た
り

て
、
彼
千
疋

の
金
戸
樋
よ
り

な
が
れ
し
と

也
、
此
人
三
味
線
甚

だ
妙
手

に
て
、
中
古

の
岸
野

二
郎
三
に
も

お
と
ら
ざ
る

名

人
な
り
と

、
そ

の
頃
小
野
川
検
校
賞
美

せ
ら
れ
し
と
な
り
、

こ
と

に
寛

潤

一
休
小

む
ら
さ
き

花
筏

な
ど
お
し
も

の
な
り
し
が
、
幾
度
聞

て
も
あ
か
ず

、

面

白
か
り
し
と
そ

(編
者

の
感
想
が
末

に
あ
る
が
略
、
そ

の
中

に

「
嵯
、
江

よ
の
な
か
ひ
そ

崎

氏
さ
り

て
よ
り
簑
宇
寂
と
し
て
音
な
き

に
似
た
り
、
永

三
氏
よ
り
し
も

つ

か
た
端
う

た
は
聞
も
す

べ
し
、
長

う
た

は
論

な
し
」

の
文
が
あ
る
)
。

列
仙
伝

の
文
中

「
六
十

に
お
よ
ん
で

い
ま
だ
色
事

の
げ
ん
気
お
と
ろ

へ
ず

」

と

あ
る
に
照
合
さ

れ
た

い
。
そ
れ
に
し
て
も
弁
当
行
李

を
持

つ
た

女
郎
買
も
お

か
し
い
。
こ
の
擬

人
伝
は
半
紙
本

五
巻
五
冊
で
「寛

政
七
歳
卯
正
月
新
刻

江
戸

通
油
町
鶴
屋

喜
右
衛
門

・
京
都
御
池
上

ル
町
吉

田
新

兵
鵆

・
大
阪
心
斎
橋
南
久

宝
寺

町
角
塩
屋
長
兵
衛
」

の
奥
附

を
持

つ
。

後

に
近
世
碕

遊
伝
初
篇
上
下

二

冊

と
し
て
、
序
と
挿
絵
を
変

へ
、
暖

を
の
ぞ
い
て
、

「
文
政
八
年
乙
酉

九
月

大
阪
書

林
心
斎
橋
通
博
労

町
奥

田
弥
助

」
か
ら
改

題
再
板

さ
れ
た
。
本
文

は
書

名
の
部
分

の
み
入
木
変
更

し
た

の
み
で
、
凝

人
伝

の
ま
ま

で
あ
る

。
浪
速
人
傑

談

(高
安
蔵
屋

の
条

)
な
ど

に
、
近
世
痴

人
伝

・
近
挺
騎
遊
伝
と
し
て
引

用
す

る
が
、
当
世
凝
人
伝
と
引
く

べ
き
で
あ

つ
た
,
高
安
虚
尾
を
伝
さ
れ
た
森
銑

三

氏

(新
橋

の
狸
先
生
)
は
典
籍
作

者
便
覧

に
よ

つ
て
、

こ
の
書
が
万
葉
集
見
安

補
正
の
著
者
池
永
秦
良

の
近
世
癩
人
伝
記
と
関

係
あ
る
こ
と

を
述

べ
ら
れ
た
。

そ

の
見
安

補

正
を
後

に
校
補

し
た
上

旧
秋
成

の

処
女

作
諸
道

聴

耳
世
間
猿

㌧
ゑ
じ

ま

(
明
和

三
刊

)
巻

二
の
三

「呑

こ
み
は
鬼

一
口
の
色
茶
屋
」

に
出
る

「家
嶋
与

左

ヱ
門
と
て
四
座

の
末

の
す
か
ん
ぴ
ん
う

つ
鼓

の
、

ふ
つ
と
も
ほ
う
と
も

な
ら

ず
も
の
」
は
、
こ
の
茂
左

ヱ
門
を

モ
デ

ル
に
し
た
も

の
で
あ

つ
た
。

○
て

い
ふ
、
川
崎
屋

の
支

配
人
で
昔

は
粗
人
だ

つ
た
と
見
え
る
が
、

方
言

の

「
大
尽
株

粋
株

」
中

の

「
セ
イ
フ
」
が
そ
の
人

か
。

○

す

べ
た
和

三
郎

(
上
旧
弥

三
郎
事

)

○
は
つ

み
や
ゑ
ん
右

ヱ
門

(泉
新
右

ヱ
門
事
)
。
宝
暦
九
年
の
富
人
の
中

に
見

え
る
淡
路
町

の
和
泉

屋
新
右

ヱ
門
。
こ
の
人

「
い
つ
新

」
の
名

で
通

つ
た
通
人

で
、
方
言

の

「
大
尽
株
糀
株
」
の
条

に
も
見

え
、
又

「
小

つ
ゞ
み
」

の
条

に
は

「
い
つ
新
素
人

に
て
よ
し
」
と
あ
る
。
と
す
れ

は
歌
系
図
に

「
我
身

」
の
作
詞

家

「
い
つ
新
」
も

こ
の
人
で
あ
ら
う
。

○
な

ぶ
ろ
や
治
兵
衛

(油
次
事
)
。
宝
暦
九
年
の
御
用
金

以
下
、
買
上
ケ
米
な

ど

に
鴻
池
な
ど
と
名

を

つ
ら
ね
る
富
家
上
人
町
の
油
屋
治

兵
衛
。

○
き
ほ
い
や
仁
兵
鵆

(岩

仁
事
)
。

こ
の
人

物
も
綴
人
伝

巻
四
に

「
し
ら
げ



(自
髪

)
町

の
際

や
仁
兵
衛
一

と
し
て
見
え
る
乱
舞
と
茶

の
湯

の
上
手

で
あ

ハ.

た

、
こ
れ
も
同
書
を
引

い
て
お
か
う

、

し
ら
け
町

の
際
や
仁

兵
衛

と

い
ふ
人
.
乱
舞
と
茶
湯
と
は
大
名
人

に
て
あ

り

し
、
何
れ
も
道
具
衣
装
か
ね

に
あ
か
し
て
捲
ら
れ
し
な
り
、
叉
髪
結
事
甚

す
き

に
て
、
名

に
し
お

ふ
大
吉

わ
げ

を
結

は
し

め
た
る
姉
川
大
吉

の
金
剛
を

た
金

を
出
し
て
か

ゝ
へ
ら
れ
、
自
分
も
弟
子
と

な
つ
て
髪
を
結
れ
し
な
り
、

御
家
か
ら
競

中
居
ま
で
、
み
な
　

自
身

ゆ
ふ
て
や
ら
れ
し
也
、
家

内
芝
居

な
ど
み
せ
に
や
ら
る

ゝ
時
は
夜

と
ほ
し
に
結
ひ
て
や
り

て
楽
と
せ
ら

れ
し
な

り
、

此
人

そ
の
男

ω
美
麗
な
る
こ
と
ま
こ
と

に
古

八
方
と
も

い
ふ
べ
き
骨
柄

に
て
、
し

つ
と
落

つ
ひ
た
と

こ
ろ
古
今
の
旦
那
な
り

し
が
、
ひ
と

つ
の
失
は

甚

だ
文
盲

に
て
な
り
、
或

日
さ
る
御
屋
舗

の
留
主
居
を
請

じ
て
茶
湯

あ
り

し

に
、
此
留

主
居
花

い
け
を
誉

る
と
て
、
銘

が
こ
さ
る
か
と
あ
り

し
に
、
際
仁

答
て
、
な

る
ほ
ど

ハ
ン
セ
ウ
と
御
座
り
ま
す

と
い
ふ
に
、
留
主
居

こ
の
字

に

お
も
ひ
あ
た
ら
ず
し
て
、
交
字

は

い
か

ゞ
書

て
御
座

る
と
あ
る
に
、
際
仁

こ

た

へ
て
、
返
魂
丹

の
返

の
字

と
大
照
太
神
宮

の
照

の
字
と
を
書
て
御
座
り
ま

す
と

い
は

れ
た

、

C
天
川
多
物

(下
物

)

、

「
今
北

の
新
地
て
粋
の
神

様
の
や
う

に
い
ふ
」
と
あ

る
如
く
、
誠

に
硬
利
な
人
物
で
あ

つ
た
山

川
下
物

で
あ
る

.
叉
椎

本

を

名

の

つ
て
も

ゐ
る
。
失
礼
な
比
較
を
看

へ
て
す
れ

は
、
当
代

の
徳
川
夢
声
的
存
在

で

あ
る
。

万
言

で
も

「
名
物

」
の
条

と
、

一
雑
俳

」
の
条

に
の
る

.
勿
論
、
当
時

の
大
阪
雑
俳
宗
匠

の
名
寄
誹

嘉
耳
勝
手

(
宝
暦
七
)
な
ど
に
は

こ
斗
庵
山
川
下

物

の
名
は
加

つ
て

ゐ
る

、
安

永
頃

の
素
人

の
噺
会

が
盛

ん
に
な
る
と
、
引
出

さ

れ
て
そ
れ
に
関
係

し
、
安
永

五
隼

に
そ
の
佳

作
集
年

忘
噺
角
力

五
巻
を
岡
本

対

山

と
編
し
て
も

ゐ
る
.
よ

つ
て
粋
の
た
も
と

(安

永
九
刊

)
に
附
さ
れ
た

一
交

粋
衆

二
十
四
輩
井
和
讃

の

一
人
に
加

つ
て

顔
見

せ
や
よ
そ
の
命

の

二
人
前

下
仏

と
あ
る
。
和
讃

と
称
す
る

こ
の
句
中

に
彼
の
楽

屋
落

が
あ
る
ら
し

い
が
、
劇

場
街

に
も
し
げ
く
出
入
し
た
こ
と
だ
け
は
、
こ
の
句
面

か
ら
も
確
か
で
あ
る
.、

享
保
以
来
大
阪
出
版
書
籍

目
録

の
宝
暦
十
年
の
条

に
は
、
献
立
筆
な
ど
云

ふ
書

物

の
作
者
と
な

っ
て

ゐ
る
。

○
う
り
う
。
こ
の
列
仙
伝

の
あ

の
世
版
と
も
称
す
べ
き

に
雅
仏
小
夜
嵐
中
本

一

冊

が
あ

る
。
早
く
尾
崎
久
弥
氏

の
江
戸
小
説
研

究
に
紹
介

が
あ
る
。
宝
暦
十

二

年

五
月

二
日
に
没

し
た
根
津
四
郎

右

ヱ
門

が
、
極
楽

へ
行

つ
て
、
こ
の
世

で
の

知

人

に
逢

ふ
と
云

ふ
筋
。
尾
崎
氏

は
明

和
初

め
の
刊
と
推
定
さ
れ
て

ゐ
る
。
極

楽
で
先

づ
四
郎
右

ヱ
門
を
出
迎

へ
た
三
人
の
中

に
、

や
は
り

「
う
り

う
」

の
名

で
こ
の
人
物

が
あ
り
、
次
の
や
う

な
餓
悔

ば
な
し
を
つ
る
。

い
き

を
引
と

る
そ

の
き
は
迄
、
お
れ
ほ
ど

な
す

い
は
な

い
.)
此
う
り
う
ほ

ど
な
も

の
は
な

い
と
身
上
り

し
て
い
た
が
、
す

つ
き
り
皆
時
代
ち
が
ひ
で
あ

つ
た
、
前
砂

原

で
人
の
か

い
た
絵
を
ほ
め
る
は
な
し
に
、
山
水

の
薦
が
見
事

じ
や
と
云

た
れ
は
、
砦
袖

引
て
笑
ひ
お
つ
た
。
よ
そ
の
事

じ
や
と
思

ふ
て
居

た
が
、
よ

ふ
思

へ
ば
草

書

と

い

ふ

を
山
水

と
心
得

た
が

お
れ
が
鹿
相
、
女

房
持

か

へ
た
も
ざ

つ
と
し
く
じ
り

て
ご
ん
し
た
、

(極
楽

で

「
ま
は
り
方
の

お
さ

へ
や
く
」
を
す

る
こ
と
を
述

べ
て
)
、

わ
し
は

し
つ
て

い
や
ん
す
通
り

び
ん

つ
き
と
目

つ
き

は
な
ん
ぞ
も
の
が
有

そ
ふ
に
見
ゆ
れ
ど
と
ん
と
な
ん
に

も
な
し
じ

や
に
よ

つ
て
、

お
だ

や
か

に
極
ら
く
廻
り

の
供
を
す
る
じ

や

と
。

こ
こ
に
療

人
伝
巻

二

　
万
金
丹
」

の
条

に

見
逃

し

得
な

い

一
条
が
あ

る
,
主
人
公
万
金

丹
が

「
瓜
生
が
処

で
生
嶋

屋

の
富
と

い
ふ
京
か
ら
仕
か

へ
に

来
て

ゐ
る
妓

」
に
逢
う

条
で

「
瓜

生

ハ
坂

町
ノ

茶
屋
ナ

ル
コ

ト
世
問

狙

ニ
ミ

,

、



二
、
伝

ハ
一
.編

ニ
ア
リ

シ
」
と
注

が
あ

る
。
瓜
生
は
ど
う
や
ら
実

の
呼

び
名

で

坂

町
の
茶
屋

で
あ

っ
た
。
肚
問

狙
は
勿
論
前

に
も
出
し
た
秋
成
の
著

述
、
そ

の

巻

四
の
一
=

評
判
は
黒
吉

の
役
者
付

あ
ひ
」

の
主
人
公
は
、
京
の
劇
場

街
に
近

い
宮
用
町

の
茶
屋
瓜
生

と
な

つ
て
ゐ
る
が
、
実
は
道
頓
掘

に
程

近
い
坂

町
の
茶

屋

を
が

へ
た

の
で
、

「加

茂
川

の
水

に
あ
く
の
抜

け
た
粋
の
果
」

の
女
房
も
登

場
す
る
が
、
小
夜
嵐

に
云
ふ
替

へ
た
女
房

に
相

当
し
よ
う
。
秋
成

の

モ
デ

ル
と

な

っ
た
何
人
か
が
列
仙
伝
中

に
登
場
す
る
が
、

モ
デ
ル
問
題

は
別

に
稿
を
ま
う

け
る
こ

と

に
し
よ
う
.

　
銀
波

(キ

ン

ハ
)

、
雅
仏
小
夜
嵐

に
も
逸
風
こ
と
逸
鳳
の
藤
川
平
九
郎

の
言

に

「
此
芝
居
ま
、
い
き

に
く
か

つ
た
の
を
、
玄
粋
様

の
お
世
話
で
、
北

の
錦
波
様

か
ら

が
ね
が
出
て
、
ど

ふ
や
ら

か
ぷ
や
ら

つ
ぐ
き
ま
し
た
」
と
あ

る
錦
波
と
同

じ
、
北
即

ち
堂
島

で
、

役

者
の
後
援

な
ど
し

た
人
物

で

あ
る
が
、

本
当
の
号

は
、
宝
暦
八
年

の
俳
書
は
な
し
あ

い
て
等

に
見
え

る
金
波
で
あ
ら

う
、
も

一
度

「
こ
ゑ
ん
等

」
の
条

に
こ
の
人
を
圭
げ

よ
う
。

○
麗

食
七
兵
衛

(
コ
ジ
キ
)
。
ひ
ど
く
柄

の
悪

い
名

で
あ
る
が
、
当
人
の
せ
い

で
あ

つ
た
。
沮
花
見
聞
雑
話

な
る
写
本

に

「
乞
食
七
兵
衛

」
と

し
て
、

乞
食
七
兵
衛

と
い
ふ
は
相
場
師

に
て
、
折

々
は
相
座
の
動
く
程
成
売
買
を

す
、
平
日
は
鹿
服
を
着

て
、
常

に
草
履

わ
ら

ん
ず
な
ど
自
ら
造
り

し
也
、
此

故

乞
食
七
兵
衛

と
言
。

と

あ
る
相
場
師
。

○
讃
岐

の
国

の
鳥
方
(
サ

ス
キ
ヤ
シ
キ
留
主
居

ウ
カ
フ
ト
(
云
)人
也
)
。
讃
岐
藩

の
資

料
に
よ
れ
ば
明
ら
か

に
な
る
の
で
あ
ら
う
が
、
今
は
未
詳
。

○
け

つ
水
。
浪
花
色
八
卦

に
蜆

川
曽
根
崎
新
地

の
茶
屋
を
上
げ

て
、

巾

に
も
菱
屋
善
五
郎
と

い
ふ
う
が
ち
が
し
ら
、
客
と
と
も

に

遊

ん

て
、
ぴ

ら
を

い
わ
ず

、
て
つ
よ
と

い
ぷ
俳
名

の
通
り

た
る
茶
屋
は
浪
花

に
是

げゆか
り

趣
。

と
。
色
八
卦
は
実
名
を

用
ひ
る
や
う
に
思

へ
る
が
、
す
れ
ば
こ
の
新
地

組
の

「
け

つ
水

」
は

て
つ
水
こ
と
菱

屋
善
五
郎

な
る
茶
屋

で
あ

つ
た
。

○
由
新

(汕
新
助

)
。

○
た
め
武

(
亀
武
)

○
伊
村
宗
民

(木
村
東
民

)
。

○
　
甫

(退
甫

)
。
安
永
四
年
の
浪
輩
郷
友
録

、
儒
者

の
部
に

「新

山
退
甫

近
江
町
、
新
山
退

字
退
甫
号
紫
輪
又
号
天
橋
堂
初
号

六
足
善
相
人
」
と
あ
る
人

で
あ
ら
う
、楚
。
安
永
四
年
七
月
什
八
日
、
五
十

、二
で
没

し
た
。
こ
の
人
相

を
よ

く
見

た
入
の
墓
は
六
万
体
町

の
天
鷲
寺

に
あ
る
と
、
そ

の
碑
文
と
共

に
大
阪
訪

碑
録

は
報

じ
て
ゐ
る
、
奴

の
小
万
が
こ
の
人
に
人
相
見
を
学
ん
だ
と
も
云
ふ
。

0
川
波
僧
助

(
川
上

)
。
雅
仏
小

夜
嵐

に
川
上
洞
州
が

あ
り
、
大
阪
訪
碑
録

に

は
川
圭
静
庵

な
る
国
学
を

や
つ
た
当
時
の
人
が
あ
る
が
、
未
詳
。

○
青
春

(
尚
春
、
鴻
池
半

二
郎
事

)
。

○
浜
山ハ

(
玉
六
)
。

.○
李
棟

。
擬
人
伝
巻

二
に
、
こ
の
書
中

で
も
最
も
奇
人

に
属
す
る
李
東

な
る
食

客
に
な
る
こ
と

の
名
人
が
あ
る
が
、
こ
の
李
東

に
は
目

一
つ
で
大
坊
主
と
云

ふ

記
事
が
な

い
の
で
、
同

一
入
と
す
る
は
暫

く
保
留
す
る
。

○
竹
田
唐
軒

(武
田
弘
軒
)
。

○
木
津

の
土
仙

(
木
津
願
照
寺

ロ
セ

ン
)
。

○
嶋

や
和
五
平

(
嶋

や
孫
平

次
)
。

〇
九
調

(
フ
テ
ウ
)
。

○
翌
舟

(
マ
ス
舟
)
。



つ
鉄
義

(
鉄

キ
)
。

　
麟
之
介

(
い
づ
り

ン
)
。

　
惣
田
余

平

(
正
田
与
兵

へ
)
。
正
し
く
は
庄
田
、
こ
の
人
物
も
前
出
の
江
崎

茂
左

ヱ
門
と

共

に
宝
暦

九

年
三
月
十
七
日
、

天

王
寺

の
能

の
難
方

に
出
て
ゐ

る
。
方
言

で
は

「
名

入
」
の
部

に

[
庄
田
」
と
あ
る
..
そ
し
て
叉
秋
成
の
世
間

猿
巻

二
の
三
に
茂
左

ヱ
門

の
家
嶋

与
左

ヱ
門
の
友

と
し
て
出
場
す
る
幸
田
嘉
兵

衛

な
る
狂
言
師

も
、
こ
の
人
が

モ
デ

ル
で
あ

つ
六
。

　
尼
崎

ゑ
ん
く
は

(
尼
崎
屋
五
兵
衛
と
.

　
こ
ゑ
ん
。
す

い
か
う
。
小
夜
嵐

に
も
同

じ
名

で
見
え
る
.)

大
村

や
の
ふ
き
と

い

へ
る
呼
び
や
、
相
替
ら
ず
大

キ
な
尻
で

ヱ
ら
呑

、
す

い
こ
う
、
こ
ゑ
ん
、
ゆ
う
め

い
其
外

の
ぐ
は
ん

(
判
官
即
ち
大
尽

の
意

)
た

ち
、
落
込
の
大
だ
て
、
錦
波

物
好

に
て
、
古
け

れ
ど
毫

が
し
ら
と
い
ふ
名
代

で
、
女
郎
ま
じ
り

の
か
ぶ
き
芝
居

と
、
前
出

の
芝
居
後
援
者
錦
波

こ
と
金
波
と
共

に
、
北

の
入

で
芝
属
好

の
面

々
で
あ
つ
た
。
よ

つ
て
こ
の
中
芝
居

の
催

に

「
生
て
居

た
ら
嬉
が

う
に
」
と
述

べ
た

の
で
あ
る
。

　
と
う
て

い
。
小
夜
嵐

に

「
若
吉

が
座
敷

に
は
有
明

が
う
が
ち
立

テ
、
東
亭
と

森
一明
す
」
と

あ
る
、
東
亭
と
同

人
物

で
あ
ら
う

、

　
艸
高
と

い
ふ
大
儒
。
音

か
ら
見

て
東
皐
と
号
し
た
橘
維
嶽

(安
永
四
年

浪
華

郷
友
録
)
か
と
想
像

し
た
が
、
や
は
b
在
高
、
桂
#
蒼
八
で
あ
ら
う
。
彼
の
こ

と
は
近
世
未

刊
太
叢
書

狂
詩

狂
ウ
篇
解
説

に

も
述

べ
た
が
、

当
轍
療
人
伝
巻

四

・
大

阪
訪
碑
録

・
摂
陽
奇
観
八

・
同
三
十

一
∵

世
間
自
慢
顔
な
ど

に
見

え
、

滑
稽
雌
黄

(
史
暦

九
)

・
感
賜
酔
裡

(
宝
暦
十

二
)

・
古
文
鉄
砲
前
後
集

(宝

暦

十

一
)

・
蝶

蜘
教
艸

(
未
見

、
摂
陽
奇
観
三
十

一
)
な
ど
の
著
が
あ
り

、
明'

和

二
年

五
月
十

一
日
、
酒

に
よ
つ
て
溺
死

し
た
と
云

ふ
。
小
夜
嵐

に

ゆ
だ
デ

ぷ
の
か
ん
ば
ん
、
仕
出

し
も
ち
の
あ
ん
だ
う

、
是

は
か

つ
ら

い
の

手

じ
や
が
大
か
た
こ

ゝ
ら

で
有
そ

ふ
な
物

と
の
ぞ
ひ

て
見
る
、
料
理
や
に
茶

碗

で
ぐ

つ
　

と
の
み
か
け

て
ゐ
る
見
れ
ば
則

か

つ
ら

い
、
亭
主
ら
し

い
も

の
が
申
先
宅
様
な
ん

に
も

さ
か
な
が

ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
と

い

へ
ば
、
か

つ
ら
井

イ
ヤ
　

も

ふ
何

ン
に
も
入
ら

ぬ
大
き
な
鉢

に
水

一
ば

い
た
も
、
そ
れ
を
さ

か
な

に
い
た
す
じ
や
、

ハ
テ
お
れ
は
酒

と
水

と
で
此

め
い
ど

へ
来
た
の
じ
や

と
よ
ね
ん
な
き

て
い

と
そ
の
こ
と
を
う
が

つ
て

ゐ
る
。
俳
優
中
山
文
七

の
師

で
、
狂
言

作
述

に
も

関
係
し
た
人
ら
し
い
。

四

い
よ
　

芝
居
を
演
技

し
よ
う
と
云

ふ
人
物
が
登
場
す
る
。
こ
れ
に
は
各

々

の
日
上
が
あ

つ
て
、
そ
の
人
物

の

一
端
を
う
か

ゞ
へ
る
者

が
多

い
。

○
秘
事
谷
長
兵
衛

(
藤
や
長
兵

へ
)
。
癩
人
伝
巻
五

に
野
沢
藤
兵
衛

の
見
出

し

で
、

「
野
沢
氏
は
列
仙
伝

に
劇

主
を

つ
と

め
た
る
人
也
、
家

は
高

麗
橋

に
あ
り

し
が
」
と
、

こ
の
列
仙
伝

の
こ
と
が
出

て
ゐ
る
。
以
下

に
あ
る

い
く

つ
か
の
逸

話

は
割
愛

し
て
、
雅
仏
小
夜
嵐

に
も
、
極
楽

の
東
西

の
門
に
額
が

上
る
と
て
、

逸
東
と
朱
平

(
後
出
)
が
こ
れ
に
大
字
を
書
す
時
、

「
秘
事

ら
錠
兵
鵆
は
下
袴

に
て
墨
す
り
役

に
て
万
事

の
さ

は
い
」

と
見
え
て
、
か
う
し
た
場

に
世
話
役

を

引
受
け
る

こ
と
が
常

の
人
物
だ

っ
た
ら
し

い
。

○
川
又
ぼ
う
慶

(
川
端
平

四
郎
)
。
川
童

一
代
噺

(
寛
政
六
、
徳

川
文
芸
類
聚

第

一
巻

に
翻
刻
)

即
ち

河
内
屋
太
郎
兵
衛
こ
と

河
太
郎

の
逸
事
を

編
し
た
中



に
、
そ

の
巻
五

に
こ
の
人
物

が

「
琳
は
た
ぼ
う
慶
」
と
し
て
登
場
す
る
。

こ
れ

は
法
体
名

で
も

と
は
河
内

や
慶
四
郎
と
て
、
髭
長
勝
柳

・
小
水
屋

四
七
郎

・
竹

本
屋

好
兵
衛

・
綿
屋

ふ
ん
兵
衛

・
小
西
屋
山

五
郎
と
六
人
組

で
、

わ
け

て
慶

四
郎
は
、
六
人
の
中

で
の
大

の
飛
上
り

に
て
、

一
町
内
を
か
け

ま
は
り

て
は
、
七
月

に
は
そ
ろ

へ
の
と
う
ろ
う

に
い
ろ
　

の
紙
細

工
、
き

漁
は
り

の
人
形

に
趣
向

を
付
て
出

し
、
夏
祭
ハ
・
に
は
ぎ
を
ん
ば
や
し
を

し
た

り
、
又

は
寺

か
た
の
打
敷
を
か
り

て
、
は

だ
か
身

の
前

へ
は
さ

み
、
角

力
取

の
ふ
ん
ど
し
に
し

て
、
土

俵
入
の
ま
ね
を
し
て
行
な
ど
、
住
吉
ま

つ
り

の
下

向

に
は
、
明
た
酒
樽
を
竹
馬

に
く

ゝ
り
付
て
、
ち
や
う
ち
ん

に
し
て
も

ど
る

な
ど
、
み
な
此
連
中
よ
り

出
し
ほ
た

へ
也

と
あ
る
。
末

に
こ
の
慶

四
郎

の
南
の
き

つ
し
り

(情

人
)
が
、
京
都

の
去
方

に
落
籍

さ
れ
た

の
を
河
太
郎
の
世
話

で

一
緒

に
な
れ
、

二
人
は
河
太
郎
を
活
命

の
恩
人
と

し
た

一
件
を
述

べ
た

一
代
噺

14
邸
、

夫
よ
り
昼
夜
そ

は
を
放
れ
ず
か
し
づ
き
け
る
ゆ

へ
、
川
太
郎

に
は
な
れ

ぬ

と

い
ふ
心

に
て
、
川
は
た
と
云
け
る

か
、
後

に
法
体

し
て
慶

四
郎

の

一
字
を

と
り

、
ぼ
う
慶

と
名
を
改

め
、
相
か
わ

ら
す
野
輿
、中
閤

へ
顔
出

し
て
楽

し
み

け
る
、
遊
所

へ
町

よ
り

付
ゆ
く
を
聾
慶

こ
号
.し
も
、
痢
は
た
ぼ
う
慶

よ
り

い

ふ
と

の
昔

が
た
り
も

と
結

ん
だ
。
後
出
す

る
蜀

山
人
旧
蔵
の
写
本
談
笈

「
三
好
正
慶

よ

め

入

の

事
」
の
条

に
よ
る
と
、

「
川
は
た
平
四
郎
と
て
狂
言

師
な
り
し
が
、
今

は
剃
髪

し
て
道
慶

と

い
ひ
て
か
の
辺

に
さ
ま
よ
ひ
居

る
に
、
近
頃
は
中
風
を
病
み
て
甚

だ
足
も
と
は
覚
束
な
く
、
ふ
と

き
杖

に
す

が
り
て
よ

ふ
　

其
辺
を
往
来

せ

し
が
」
と
あ

つ
て
、
正
慶

尼
こ
と
奴

の
小
万
が
京
都
の
上
田
近
江

に

一
時
嫁

し

た

時
に
仲
人

に
な

つ
た

と
あ
る
。
こ
ん
な
ゴ
シ

ッ
プ
は

こ
れ
だ
け
で
は
信

じ
ら

れ
な

い
と
し
て
も
、

こ
れ
で
法
体
名

の
道
慶

な
る

こ
と
が
わ
か
る
が
、
川
内
や

は
河
内
屋

の
も
ち
り
で
あ
ら
う
。

○
竜

の
日
栄

(竜

の

一
ト
)
。
書

入
、
「
一
ト
」
が

「
下
」
と
見

え
る
が
、

一
ト

で
あ
ら
う
。
擬

人
伝
巻
三

に
は

「
竜

ノ

一
達

」
と

し
て
出
る
有
名

な
辮
慶

即
ち

太
鼓
持
で
あ
る
。
鼠

に
は
幽
地
と
云

ふ
大
臣
に
色

の
白
く

な
る
薬
と
て
わ
け
の

わ
か
ら
ぬ
も

の
を
毎
晩
塗
ら
せ
、
芸
子
太
鼓

に
色
が
自
く
な

つ
た
と
云

は
せ
て

二
十
両

ふ
ん
だ
く
つ
た
と
云

ふ
や
う
な
記
事
数
条
を

の
せ
る
が
割
愛

す
る
,
列

仙
伝

の
前
の
方

に

「
コ
リ
ヤ

一
達

が
解
毒
散
も
は
だ
し
じ
や
」
と

あ
る

の
も
、

こ
の
人
物

に
関
係

す
る
か
。

○
可
。
方
言

の

「
名
物

」
に

「
ベ
イ
」
と
あ
る
人
か
。

○
名
美
谷
棒
陽

(
ヤ

ベ
ヤ
平
介

、

ホ
ヨ
ウ
)
。
名
は
純
、
字

は
平
介

、

一
に
朧

陽
と
号

し
た
書
家
牟
岐
述
斎

で
あ
る
。
小
夜
嵐

に
も

「楼
葉

」
で
出
、
上
田
秋

成

の
摘
癖
談

に
も
引
合

に
出

さ
れ
て
ゐ
る
と
云

ふ

(森

川
竹
窓
状
)
。

「
少

し

小
む

つ
か
し

い
所

」.
と
云

っ
た
の
は
、
や
は
り
書
家

だ
か
ら
で
あ
る
。
粋
の
た

も
と
の

二
十
四
輩

の
、

竜

ま
)出

ん
机
洗

ひ
の
水

の
面

去
陽

も
句
中

に
自
ら
書
家

の
意
が
出

て
彼

の
こ
と

で
あ
る

、

C
三
升
十
明

(
舛
や
理
兵
衛

、
有
明

)
。

口
上
に
よ
つ
て
酒
屋
と
見

え
る
。
小

夜
嵐

に

「
若
吉

が
座
敷

に
は
有

明
が
う

が
ち
立

テ
」

「
す

い
こ
う
、

こ
ゑ
ん
、

ゆ
う
め

い
其
外

の
ぐ
は
ん
た
ち
落
込

の
大
だ
て
」
と
あ
る
皆
、
同
人
物

。

Ｏ
園
池
素

道

(
と
ふ
ど

フ
・
カ
ウ
長
)
o

○
永
井
縄

つ
ら

(
小
野
永
元
)
。

○
石
田
沖
西

(吉
野

や
長
兵
衛
)
。

○
赤
川
重
斎

(中

川
収
斎

)
。
小
夜
嵐

に
は

「
中
川
中
才

し
。



○
藤
川
社
夕

(
ハ
イ
人
社
笛

)
。
誹
議
家
譜

に
よ
れ

ば
布
門
門
下
の
柳

原
社

笛
,

誹
譜
耳
勝
手

の
雑
俳

の
宗
匠

に
も
入
る
が
、
当
時

の
俳
書

に
は
活
躍
す
る
人
物

で
あ
る
。

「
し
ば
ら
く
誹
譜
芝
居

の
座
本

」
を
し
た
と

口
上

の
あ
る
は
、
宗
匠

で
あ
る
以
上

に
何

か
を
や
つ
た

や
う

に
も
思
は
れ
る
。

○
難
葉
谷
士
由

(丹
波
山
宗
助

)
。

○
泉

屋
必

(泉

必
東
)
。
名

は
貞
、
字
は
恒

卿
、
新

興
蒙
所

門
の
書
家

、
明
和

元

年
十

二
月

十
日
没

(
浪
華
人
物
誌

、

大
阪
訪
碑
録
)
。

穿

当
珍
話

(
宝
暦

六
刊
)
に
「
必
束

の
手
跡

に
て
比
言
指
南
と
書
付

あ
り
」
と
か
、
前
出

し
た
小

夜
嵐

に
も

「
逸

束
」
と
こ

て
、
次

の
周
平

(朱

平
)
と
並

べ
ら
れ
て
ゐ
た
り
、
摂
陽

奇

観
三

十

一
の

「
や
く
た

い
芸
十
人

」
の
中

に

「
必
東
先
生
手
跡
」
、
同
「
や
く

た
い
芸

自
慢
」
に
「
必
東
先
生
詩
作
」

な
ど

あ
つ
て
、
江
戸
の
三
井
親
和

の
や
う

に

一
般

に
評
判

の
あ

つ
た
書
家
で
あ

っ
た
の
は
、

「
唐
団

の
や
う
な
顔
」
で
粋

界

へ
出

入
し

た
か
ら

で
あ
ら
う
。

○
香
屋

の
周

(
ニ
ヲ
ホ
シ
ウ

ヘ
イ
)
。
通

称
を
新
興
周
平

と
称
し
た
書
家
、
牧

夏
嶽
。
名
は
世
儀
、
字
は
升
庵
と
云
ひ
、
必
東
と
同

じ
く
蒙

所

の
門
。
宝
暦
十

、二
年
七
月
十

一
日
残

(
大
阪
訪
碑
録

)
。
必
も

「
わ
た
し
と
狂
言
を
は
り
合

ま

し
た

一
と
口
上
す
る
が
、
小

夜
嵐

と
云
ひ
、
浪
速
人
傑
談

(新

興
蒙
所

の
条

)

に
も

二
人
を
並
記

し
て
あ
る
。

摂
陽
奇
観

三
十

一
の

[
や
く
た

い
芸

自
慢
」
に

{
新
興
肉

(
周

の
誤
か
)

平
浄
留
理
」

と
あ
る
は
、

こ

の
人
の
趣

味
を
物
語

る
。

ら
属
屋

の
亭

(
ク

ハ
ケ
年
イ
)
。
例
の
郷
友
録

の
画
家

の
部
、

「
五
字
庵

高

津
南
瓦
屋
町

、
釈
浄
光
、
字
海
眼
、
初
名
博
字
恵
達
、
号
崔
亭

一
号
寿
米
翁
」

と
あ

る
人
物

.
列
仙
伝

に
よ
る

と
草
画

の
上
手

で
あ

つ
た

こ
と
が
わ
か
る
.

C
五

ッ
屋
岳

(
五
岳

)
。
列
仙
伝

の
騒
壇

で
は
最
も
有
名
な

一
人
画
家
福
原

五

岳

で
あ
る
、
名
元
素

、
字
は
子
絢

、
大
雅

の
門

で
酒
ず
き
は
そ
の
画
名

と
止
ハ
に

有
名
。

○
伊
津

や
雪

(女

ダ

テ
木
津

や
)
。
木
津
屋

の
雪
こ
と
奴

の
小
万
、
後

の
三
好

正
慶

尼
で
あ
る
。

浪
華
人
物
誌

や
名
家
略
伝
、
雑

誌
上
方
百

九

一
号
等

に
伝
が

あ

つ
て
詳

。
が
、
な
ほ
も
れ
た
資
料

に
大
本
三
冊

の
談

笈
な
る
写
本
が

あ
り
、
各

冊
初

め
に
大
田
南
畝
が

「
蜀
山
南
畝
集
」
、
「
蜀
山
南
畝

編
」
と
自
ら

し
た

ゝ
め

る
。
彼

が
在

阪
中

に
購
求

し
た
書

の

一
で
あ
ら
う
か
、
専
ら
上
方

の
雑
話

の
集

で
あ
る
。
そ
の
虫

、
三
好
歪
慶

よ
め
入

の
事
」
の

一
条

が
あ

つ
て
面
自

い
。
次

の

○
吉
じ

ゃ
吉
じ
や

(吉

三
)
も
談
笈

に
よ
れ
ば
、
正
慶

が

一
時
愛
し
た
俳
優
嵐

吉
三
郎
と
わ
か
る
。
同
書

に
、

其
頃
浜
芝

居
に
吉

三
と

い
ひ
し

は
今

の
あ
ら

し
吉

三
郎

な
り
、
此
者

を

い

た

わ
り

て
あ
わ
れ
み
、
昼
夜

側
近
く

ま
ね
き
よ

せ
て
、
我
が
宅

へ
も
よ
び
よ

せ
寝
泊
り

な
ど

い
た
さ
せ
し
を
人

々
わ
け
有
事
と

い
ひ
あ

へ
り

し
か
ど
も
、

正
圭

(
マ
マ
)
少
し
も
屈
せ
ず

し
て
な
を
　

し
た
し
む
事

ふ
か
く
し

て
昼

夜
と

ふ
と
ん
堀

の
辺
に
日
を
送
り
居
た
り
。

安
永

九
年
十

二
月

八
日
四
十
四
才

で
没
し
た
初
代
吉

三
郎
で
あ
る
。

○
柳
里

(
柳
沢
)
。
柳

里
恭

こ
と
柳
沢
権
太
夫
。
昭
和

三
十
三
年
六
月
発
行

の

大
和
文
化
研

究
は
大
冊
全
部

を
こ
の
人
の
特
輯

に
あ
て
て

ゐ
る
。
詳
細

を
説

く

要

は
な
か
ら
う
。

柳

里
恭
と
正
慶

尼

の
関
係

は
当

時
か
ら

色

々
と
り
ぎ

た
さ

れ
、
上
田
秋
成
が
世
間
猿
三
の

一

「
器
量

は
見
る

に
煩
悩

の
雨
舎
」
に

モ
デ
ル

と
し
た
。

こ
の
柳
里
が
竹

の
画
を
送

つ
た
と
は
彼
が
竹

の
画
を
得
意

と
し
た
か

ら
で
あ

る
が
、
吉

三
郎

の
胤
を

や
ど
し
男

子
を
L

=
=た
初
節
句
の
こ
と
を
う
か

つ
た
と

の
説
も
あ
る
。

○
竹
本
双
紙
太
夫

(
象
牙
「
か
も

)
。



O
あ
ら

つ
な
三
蔵
。

擬
人
伝
巻
三
に
唐
綱
と
し
て
見
え
る

「
此
人
は
む
か
し

の

座
　

の
前

の
椀
箱
祇
園
の
願
西

と
も

い
ふ
べ
き
く
ら

ゐ
の
弁
慶

」
と
あ

る
と
同

人
で
あ
ら
う
。
癬
…人
伝

の
記
事
は
略
し
て
、
粋

の
た
も

と
の

二
十

四
輩

に

血
祭

や
臼

て
夢
見

る
新
茶
時

の
み
を
引

い
て
お
く
。

○
玉
田
連
治

(
袴
社
中
)
。

○
末
原
太
助

(
袴
庄
か
息
子
)
。

○
か
賀
太
市

(
か

ゝ
や
太
吉

、
喜
市

)
。

○
定
野
林
卜
郎

(蔦

や
林
卜
郎

)
、

唐
綱

一
人

一
人
の
伝

を
詳
ら
か

に
す
る
は
本
稿

の
目
的

で
は
な
い
故

に
こ
れ
で
お

く
が
、
列
仙
伝

の
著
者
ー

一
人

で
な
い
か
も
知
れ
ぬ
-
が
あ
る
角
度

で
見

た
視

野

に
か
く
も
多
様

の
面

の
人
物
が
入

つ
て
来
、
そ

の
多
く
が
風
流
引

い
て
は
文

学

に
関
係
し
て
ゐ
る
、
こ
こ
に
こ

の
時
代

の
大

阪
の
文
化
界

の
特
色

を
見
出
さ

う
と
す
る
の
で
あ

る
。
も

一
つ
爆
人
伝

か
ら
引

用
し
と
う
。
巻

四

「
大
村
屋
権

右

ヱ
門
」

の
条

の
附
言

に
、

肝
癖
先
生

の
話

に
日
、

こ
の
ご
ろ
あ

る
も

の
妓

を
こ
ふ
て
、
問
て

い
ふ
、

そ

ち
の
息
手
は

(
コ
レ
ハ
妓

ノ
ォ

ヤ
ヵ
タ

ヲ
云
ナ
リ
)
今
は
な
に
が
楽

し
み

じ

や
、
ち

つ
と
人
形

で
も

つ
か

ふ
か
、
扇

の
手

は
眠
獅

の
弟
子
か
、
俄

が
す

き

か
、
谷

(
組

の
こ
と
)
は
誰
の
谷
じ
や
、
拳
は
菊

組
か
、
寄

三
味
線
は

パ

テ
か
、
そ
し

て
全
躰
色
は
た
れ
じ
や
と
あ
り
し

に
、
此
妓
微

笑
て
、
今

の
世

界

に
た
れ
か
そ

の
康

な
古
風
な
こ
レ
こ

て
ゞ
御
ざ
り
ま
せ

ふ
、
こ
ち

の
息
子

さ
ん
は
心
学

と
や
ら

に
き

つ
う

こ
つ
て
、
此
間

は
も

つ
は
ら
篤
実
を

つ
か

ふ

て

＼
御
座
り

ま
す
、
し
か
し
経
済

と
や
ら

で
ひ
ま

の
紅
か
ず

は
大

か
た
海
布

や
甲
,
花

に
な
り
ま
し
た
と
こ
た

へ
き
、

こ
の
話
聞

に
も
、
当
時

の
親
方

の
仕

う
ち
を
お
も

ふ
に

つ
け
、
大
村
や
か
む
か
し
を
忍
び
ぬ

と
あ
る
。
記
憶

の
よ

い
方
は
す
ぐ
に
上
田
秋
成

の
病
癖
談
上

に
相
似
た
文
章

の
あ

つ
た
の
を
想
起
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
こ
の
肝
癖
先
生
と
は
秋
成

そ
の
人

で
あ
る
。
擬

人
伝

の
編
者
が
直

接
聞
く
所
と
す
れ
ば
、
秦
良
が
、
こ

の
書

の
編

に
関
係

あ
る
傍
証

と
な
ら
う
。
そ
の
禰
癖
談

に
は
、
又
別
所
で
、

儒
者

は
、
詩
文

の
風
流

こ
そ
日
々
に
さ
か
ん

な
れ
、
む
か
し
あ
り
し
師

の

ご
と
く
、
こ

ゝ

ろ
お
か
る

ゝ

は
な
く
、

お
ほ
か
た
は
、

通
を
専
ら

に
、
秀

句

、
[
あ
ひ
な
ど
拍
子
よ
く

い
ひ
興

じ
、
酒
を
か
し
く
酌

み
あ
そ
び
、
さ
ら

ぬ
は
ま
た
古
本

、
古
筆

の
う
り
か
ひ
に
利

を
射

る
。

と
儒
者
引

い
て
高
級
知

識
人
が
通
人

ぶ

る
こ
と
に

浮
身

を
や

っ
す
を
述

べ

る
。
花
街

の
亭
主
ま
で
が
心
学

や
荻
生
但
裸

・
太
雫
春

台
の
風
を
う
け

て
、
経

済

の
学
を
や
る

の
は
、
こ
の
頃

の
大
阪

の
風
潮

で
あ
る
。
ま
し
て

一
般
町
家
の

間

に
も
有

志
の
者

は
学
問
文
芸
を

こ
こ
ろ
が
け
た
。
高
級
知
識
人

の
通
人
ぶ
る

は
宝
暦
明
和

の
時
代

の
流

で
あ

る
。
江
戸
は
勿

論
、
京
都

の
書
生
も
し
か
り

、

秋
成

の
知
人
旧
宮
仲
宣

の
粋
う
る
り
巻

一
に
は
、
当
代
京
洛
書

生
気
質

を
う

が

つ
て
ゐ
る
。

こ
の
雅
俗

交

叉

の
中

の
さ

ま
を

列
仙
伝

や
小
夜

嵐

や
療

人
伝
は
示
し

て
ゐ

る
。
秋
成
や
秦
良

の
学
問

や
文
学

の
基
盤

と
な
つ
た
か
う
し
た
具
体
的
な
も
の

へ
の
考
慮
も
必
要

で
は
な
か
ら
う
か
と
、
や
や
好
事
的
な
操
作
を
、
不
完

全
な

が
ら
試
み
た
の
が
本
稿

で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
よ
つ
て
大
阪
文

化
界

又
は
文
壇

の

性
格
を
説
く
こ
と
も
別
隔

に
残
さ
う
。
　

本
学

教
授
　


